



The Gap between the Ideal State and the Reality of Kyo-do-Buyo- to Minyo- no Kai 
















































































































































































































午後 1時～5時 出演　1日目　8時 50分より AKより放送午後 6時～10時
11日
午前中 撮影
午後 1時～5時 出演　2日目午後 6時～10時
12日
午前中 レコード吹込（キングレコード社）
午後 1時～5時 出演　3日目午後 6時～10時
















































































































































　その後に、横長の民俗芸術の会主催の「歌舞伎音楽鑑賞の夕　番組」（昭和 7年 9月 23日午後五
時半より）という催しのパンフレットが挟まれている。
　③ T0008（伊東屋）





番号 時期 ノートの記録 対応する刊行物
① 1929年 郷土舞踊と民謡の会 第 4回 『民俗芸術』第 2巻第 6号
① 1930年 郷土舞踊と民謡の会 第 5回 『日本民俗芸術大観』
② 1930年 11月 2、3日 明治神宮鎮座十年祭記念大会 該当なし。記録する計画あり（『民俗芸術』第 3巻 11号）
③ （1932年 4月） 歌舞伎音楽（楽器） 『野の舞台』
② 1932年 9月 23日 歌舞伎音楽鑑賞の夕 スケッチなし
② 1932年（晩秋） 武蔵野芸術大会 該当なし
③ 1933年 郷土舞踊と民謡の会 第 7回 該当なし
④ 1934年 郷土舞踊と民謡の会 第 8回 該当なし
⑥ 1935年 郷土舞踊と民謡の会 第 9回 該当なし
⑤ 1935年 10月 26日 民俗芸能大会 『日本民俗』第 5号






　表紙には「第 8回郷土舞踊と民謡の会／ S9．4．15／竹内」という付箋と、「第 8回郷土芸能大
会」の付箋がある。内容は、第 8回（1934年）の 4月 15日の記録である。
　⑤ T0010（松坂屋）



































































































































































無記名　1926a　「皇太子殿下の臺臨を忝うして」『青年』第 11巻第 5号 日本青年館
無記名　1926b　「館だより」『青年』第 11巻第 6号　日本青年館
無記名　1928　「さゝやかな希望」『民俗藝術』第 1巻第 1号
無記名　1936　「日本青年館の全國郷土舞踊民謡大会の曲目」『日本民俗』第 10号　日本民俗協会
柳田国男ほか　1928a　「郷土舞踊と民謡合評會」『青年』第 13巻 5月号　日本青年館
柳田国男ほか　1928b　「郷土舞踊と民謡合評會（二）」『青年』第 13巻 6月号　日本青年館
山口昌男　1995　『「敗者」の精神史』岩波書店
山﨑達哉　2016　「佐陀神能の変化とその要因に関する研究　―　神事と芸能の二面性」『待兼山論叢 文化
動態論篇』第 50号
渡辺裕　2018　「趣味・娯楽　―　民衆文化再編成への胎動」鷲田清一編『大正＝歴史の踊り場とは何か』
講談社
